
十指指紋の分類に関する訓令 

制  定 昭 和 44 年 ９ 月 ４ 日 

     警 察 庁 訓 令 第 ９ 号 

一部改正 平成 18 年 12 月 26 日 

     警 察 庁 訓 令 第 15 号 

（趣旨） 

第１条 この訓令は、指掌紋取扱規則（平成９年国家公安委員会規則第 13 号）に

定める被疑者及び変死者等の指紋（以下「十指指紋」という。）の分類について

必要な事項を定めるものとする。 

（隆線の定義および種類） 

第２条 この訓令において、「隆線」とは、手指頭の掌側部における表皮の隆起に

より生じた線またはその印象をいう。 

２ 隆線の種類は、別表第１（隆線の種類）のとおりとする。 

（指紋の種類） 

第３条 指紋の種類は、別表第２（指紋の種類）のとおりとする。 

（分類の用語） 

第４条 十指指紋の分類の用語は、別表第３（十指指紋の分類の用語）のとおり

とする。 

（分類の方法） 

第５条 十指指紋の分類は、別表第４（十指指紋の分類基準）に定める分類基準

によるものとする。ただし、保管する指紋記録又は指紋資料の数が少ないとき

は、第１分類による分類の一部又は第２分類による分類の全部若しくは一部を

省略することができる。 

附 則 

（施行期日） 

１ この訓令は、昭和 45 年１月１日から施行する。 

（旧訓令の廃止） 

２ 十指指紋分類準則（昭和 30 年警察庁訓令第５号。以下「旧訓令」という。）

は、廃止する。 

（経過規定） 

３ この訓令の施行の際、旧訓令に基づき分類された十指指紋の分類については、

なお従前の例によることができる。  


















